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企
画
展
示

か
な
が
わ
の
教
育
～
復
興
期
か
ら
成
長
期
ま
で

開
催
期
間　

九
月
二
四
日
～
一
一
月
二
四
日

　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
で
は
、
九
月
二

四
日
よ
り
「
企
画
展
示　

か
な
が
わ
の
教

育―

復
興
期
か
ら
成
長
期
ま
で―

」
を
開

催
し
ま
す
。
当
節
所
蔵
資
料
を
用
い
て
、

戦
後
か
な
が
わ
の
教
育
の
移
り
変
わ
り
を

概
観
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
も
教
育
へ
の
人
々
の
関

心
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
、
急
激
な
社
会
変
動
の
時
期
に
は
、
次

の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
・
若
者
た
ち
に

対
す
る
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
敗
戦
後
の
混
乱
の
中
で
も
、
豊
か

さ
を
求
め
て
走
り
統
け
た
高
度
成
長
期
に

も
、
教
育
へ
の
問
い
は
繰
返
さ
れ
て
来
た

の
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
示
の
構
成
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
章
ご
と
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
戦
災
か
ら
の
復
興
と
新
教
育
の
導
入
」
、

「
復
興
の
進
展
と
教
育
の
見
直
し
」
、
「
高

度
成
長
の
始
ま
り
と
教
育
課
題
の
噴
出
」
、

「
成
長
の
歪
み
と
教
育
改
革
の
動
き
」
、

「
高
度
成
長
の
終
わ
り
と
新
し
い
教
育
理

念
」
、
「
か
な
が
か
の
教
育―

い
ま
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
」
、
「
『
指
導
主
事
』
と
い
う

仕
事
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
一
方
で
は
復
興
期
か
ら
成
長

期
ま
で
の
か
な
が
わ
の
教
育
の
流
れ
を
お

さ
え
な
が
ら
、
他
方
で
、
当
館
所
蔵
の
松

本
喜
美
子
資
料
に
基
づ
い
て
、
戦
後
復
興

期
の
「
指
導
主
事
」
の
仕
事
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　

か
な
が
わ
の
教
育
の
流
れ
を

　
　
　
　

見
て
い
く
と
、
学
校
教
育
の
比

　
　
　
　

重
が
重
く
な
り
が
ち
で
す
。
行

　
　
　
　

政
の
課
題
や
県
民
全
体
の
関
心

　
　
　
　

が
、
小
中
高
校
の
教
育
に
集
ま

　
　
　
　

る
の
は
仕
方
が
な
い
と
こ
ろ
で

　
　
　
　

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

今
回
の
展
示
で
も
、
学
校
教

　
　
　
　

育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

　
　
　
　

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

社
会
教
育
も
、
戦
後
か
な
が
わ
の
教
員
の

流
れ
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。
興
味
深
い
資
料
を
ご
紹
介
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
展
示
室
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が
ら
展
示
の
流
れ
を

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
時
間

の
許
す
範
囲
で
、
一
点
一
点
の
資
料
に
目

を
止
め
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

当
館
の
展
示
事
業
は
、
普
及
・
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
開
館
以
来
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
展
示
室
で
展
示
資
料
を
見
て
い

た
だ
く
の
は
、
実
は
ほ
ん
の
入
口
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
展
示
で
気
に
な
っ
た
資
料
が
出

発
点
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
資

料
を
お
探
し
く
だ
さ
い
。
検
索
で
き
た
資

料
を
閲
覧
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
公
文
書

館
は
そ
う
し
た
館
所
蔵
資
料
の
閲
覧
ご
利

用
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

工業高校機械化実習（1960年）

　　　　　　　　 （広報課撮影写真）
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ミ
ニ
展
示吉

田

松

陰

の

書

簡

開
催
期
間
　
九
月
一
四
日
～
一
〇
月
三
一
日

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
吉
田
松
陰
の
書
簡
」

は
「
山
ロ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
な
か
に

「
吉
田
松
陰
の
旅
日
記
」
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
正
月
、

四
度
目
の
国
外
道
学
に
出
か
け
た
松
陰
が

富
海
か
ら
の
船
旅
を
無
事
に
終
え
て
大
坂

に
到
着
し
た
こ
と
を
、
実
兄
の
民
治
に
報

告
し
た
書
簡
で
す
。
萩
を
出
発
し
て
大
坂

に
着
く
ま
で
の
こ
と
が
、
日
に
ち
を
追
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
見
て
「
日
記
」
と
解
釈
し
た

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
の
日

記
は
実
は
他
に
あ
る
の
で
す
。
「
癸
丑
遊

歴
日
録
」
と
し
て
『
吉
田
松
陰
全
集
第
九
巻
』

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ

の
書
籍
は
公
文
書
館
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
今
回
の
展
示
で
是

非
ご
覧
頂
き
た
い
の
は
、
松
陰
の
右
肩
上

が
り
の
力
強
い
筆
蹟
で
す
。
彼
の
内
に
秘

め
た
情
熱
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。
こ
の
情
熱

が
、
後
に
伊
藤
博
文
や
山
県
有
朋
ら
に
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
松
陰
の
足
跡
を
ゆ
っ

く
り
と
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

展

示

を

終

え

て

―

ミ
ニ
展
示
「
伊
藤
博
文
の
書
簡
」―

　

今
年
度
最
初
の
こ
の
展
示
で
は
、
明
治

維
新
以
来
の
太
政
官
制
に
替
え
て
内
閣
制

度
を
創
設
し
、
初
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就

任
し
た
伊
藤
博
文
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

書
簡
の
内
容
は
、
当
時
宮
内
卿
で
あ
っ

た
伊
藤
博
文
が
内
閣
顧
問
の
黒
田
清
隆
に

宛
て
て
、
副
島
種
臣
・
吉
井
友
実
・
伊
地

知
正
治
に
伯
爵
を
土
方
久
元
・
品
川
彌
二

郎
に
子
爵
の
爵
位
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い

て
そ
の
経
緯
を
説
明
し
た
も
の
で
す
。

　

伊
藤
が
黒
田
に
何
故
伊
地
知
等
の
叙
爵

に
つ
い
て
事
情
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
こ
の
手
紙

か
ら
は
知
り
得
ま
せ
ん
が
、
以
前
、
黒
田

が
伊
藤
等
に
伊
地
知
・
副
島
等
の
叙
爵
に

異
を
唱
え
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

（
明
治
一
三
年
四
月
二
八
日
付
、
井
上
・

伊
藤
宛
書
簡
）
。

　

日
本
に
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
爵

か
ら
な
る
華
族
制
度
が
出
来
た
の
は
、
明

治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
七
日
の
こ

と
で
し
た
。
公
布
に
よ
り
そ
れ
ま
で
呼
称

で
あ
っ
た
華
族
が
、
爵
位
を
得
て
特
権
を

有
す
る
身
分
と
な
り
、
大
日
本
帝
国
憲
法

で
貴
族
院
の
構
成
要
素
と
し
て
の
地
位
も

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
伊
藤
書
簡
は
、

華
族
令
が
出
さ
れ
た
直
後
の
も
の
で
、
三

人
の
伯
爵
決
定
は
明
治
天
皇
の
意
思
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
伊

藤
白
身
は
、
華
族
令
発
布
当
日
に
伯
爵
を

授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
昭

和
二
二
年
五
月
、
日
本
国
憲
法
の
施
行
に

よ
り
消
滅
し
ま
し
た
。

伊藤博文書簡 　(明治17年)7月15日

開催期間　 5月12日（水）～ 6月30日（水）

松浦松洞筆「吉田松陰画像」

吉田松陰の書簡（下）
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展

示

を

終

え

て

―
ミ
ニ
展
示
「
絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
」―

　

今
年
度
第
二
回
目
の
ミ
ニ
展
示
を
「
絵

入
り
ロ
ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
行
い
ま
し
た
。
開
催
期
開
は
七
月

一
三
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
四
二
日

間
で
、
の
べ
四
七
〇
名
の
方
々
に
ケ
ー
ス

の
前
で
足
を
止
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

 

「
絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
」

（TH
E

 ILLU
STR

A
TE

D
 LO

N
D

O
N

N
E

W
S

）
は
一
八
四
二
年
に
創
刊
さ
れ

た
週
刊
誌
で
す
。 

Ｈ
・
イ
ン
グ
ラ
ム
と
い

う
人
物
が
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
新
聞
の
売
れ

行
き
が
良
い
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
の
週
刊

誌
の
創
刊
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
同
誌
の

う
ち
日
本
関
係
の
ペ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
選

集
で
す
。
今
回
の
展
示
は
全
二
五
〇
点
の

う
ち
二
七
点
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ミ
ニ
展
示
で
は
、
新
た
な
試
み

と
し
て
、
一
部
資
料
の
展
示
換
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

ケ
ー
ス
正
面
に
つ
い
て
は
、
「
こ
の
時

代
の
出
来
事
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

当
時
の
年
表
と
と
も
に
、
ペ
リ
ー
の
浦
賀

来
航
や
西
南
戦
争
な
ど
に
開
す
る
四
つ
の

イ
ラ
ス
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ス
の
下
面
に
つ
い
て
は
、
開
催
期

間
を
四
つ
に
分
け
、
「
そ
の
こ
ろ
の
か
な

が
わ
（
幕
末
編
）
」
「
ワ
ー
グ
マ
ン
が
描
い

た
そ
の
こ
ろ
の
日
本
」
「
そ
の
こ
ろ
の
か

な
が
わ
（
明
治
初
年
編
）
」
「
見
開
き
ペ
ー

ジ
よ
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
多
く
の
イ
ラ

ス
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
見
開
き
ペ
ー

ジ
よ
り
」
の
回
で
は
、
三
点
の
原
本
を
展

示
し
ま
し
た
。
ケ
ー
ス
前
で
じ
っ
く
り
と

ご
覧
に
な
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

資
料
の
一
部
は
傷
み
が
激
し
い
た
め
、

原
本
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
閲
覧
室
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

「鎌倉の寺へ向かう大通り」（目録60）

　　　　「そのころのかながわ（幕末編）」より

＝
来
館
者
の
声
＝

『
展
示
室
だ
よ
り
』
か
ら

　

当
公
文
書
館
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
通

常
展
示
・
企
画
展
示
の
折
に
、
「
展
示
室

だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

発
行
の
ね
ら
い
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
一
つ
の
大
き
な
ね
ら
い
と
し
て
、
展

示
室
観
覧
者
の
方
々
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
）
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
の
紙
面

で
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

甘
い
か
、
そ
れ
と
も
辛
い
の
か

　

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
「
展
示

の
内
容
は
全
体
と
し
て
い
か
が
で
し
た
か
」

と
い
う
設
問
を
加
え
ま
し
た
。
展
示
の
デ

キ
を
五
点
法
で
採
点
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

今
回
の
採
点
結
果
を
平
均
し
て
見
る
と
、

ほ
ぼ
四
点
で
し
た
。
若
干
甘
め
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
良
い
評
価
（
五
点
・
四
点
）
の

理
由
と
し
て
は
、
「
様
々
な
資
料
で
神
奈

川
の
歴
史
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
」

「
古
代
～
近
代
ま
で
簡
素
に
わ
か
り
や
す

く
資
料
展
示
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
意

見
が
目
立
ち
ま
し
た
。
通
常
展
示
「
資
料

に
見
る
神
奈
川
の
歴
史
」
の
開
催
目
的
は

ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
各
史
料
が
断
片
的
で
あ
り
、
一
つ
の

〝
線
〟
に
な
ら
な
い
の
が
残
念
だ
」
と
い
う

鋭
い
ご
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

印
象
的
な
資
料
は
？

　

も
う
一
つ
、
「
特
に
印
象
に
残
っ
た
資

料
が
あ
れ
ば
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

設
問
も
昨
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
答
え
方
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
な
資
料
名
で
答
え
る
も
の
、
章
題
を

あ
げ
て
い
る
も
の
（
例
「
公
害
と
の
戦
い
」）、

も
っ
と
漠
然
と
答
え
て
い
る
も
の
（
例

「
地
図
」「
中
世
」）、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
う
し
た
回
答
か
ら
気
づ
く
こ
と
は
、

地
図
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
例

が
多
い
こ
と
で
す
。
「
相
模
国
図
会
」
「
武

蔵
国
絵
図
」
に
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ

ス
タ
ー
に
至
る
ま
で
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な

資
料
が
多
く
の
方
々
の
印
象
に
残
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

公
文
書
館
の
利
用
と
い
う
意
味
で
言
え

ば
、
「
印
象
」
だ
け
に
と
ど
ま
る
の
は
残

念
に
思
え
ま
す
。
学
習
す
る
た
め
の
刊
行

物
そ
の
他
の
資
料
が
閲
覧
室
に
用
意
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
。
傍
観
者
的
な
資
料

の
鑑
賞
か
ら
主
体
的
な
学
習
へ
と
、
世
界

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

―3―



●
行
政
資
料

所

蔵

資

料

紹

介

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
七
号
）

平
成
十
九
年
三
月
三
〇
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

古紙配合率100％再生紙を使用しています

編

集

後

記

　

公
文
書
館
だ
よ
り
で
は
、
各
種
展
示
の
開
催
、
行
政
資

料
や
古
文
書
な
ど
当
館
所
蔵
資
料
、
行
事
案
内
な
ど
を
御

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
展
示
業
務
の
充
実
を
図

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
発
行
し
て
い
ま
す
「
展
示
室
だ
よ

り
」
か
ら
展
示
観
覧
者
の
声
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交通の案内

電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）

 下車／徒歩17分又は相鉄バス ｢運転試験場循環｣ 行きで

  「運転試験場」下車徒歩 3分

車 の 場 合　「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

　

今
で
は
観
光
用
程
度
で
し
か
見
か
け
ま

せ
ん
が
、
水
車
が
動
力
用
や
灌
漑
用
に
普

及
し
た
の
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
よ
う

で
す
。

　

明
治
三
三
年
末
調
査
の
「
第
一
師
管
徴

発
物
件
表
」
に
よ
る
と
、
当
時
、
全
県
で

八
五
一
、
津
久
井
郡
に
は
一
四
〇
の
水
車

場
（
建
物
）
が
存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
数

は
、
一
日
一
石
以
上
の
精
米
が
可
能
な
水

車
の
み
で
す
。

　

明
治
期
の
水
車
は
、
精
米
・
製
粉
・
製

油
だ
け
で
な
く
製
糸
・
撚
糸
、
製
材
等
の

機
械
動
力
と
し
て
蒸
気
機
関
と
拮
抗
す
る

位
置
を
占
め
、
特
に
零
細
工
場
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
動
力
源
で
し
た
。

　

昨
今
、
人
と
水
と
の
か
か
わ
り
は
希
薄

に
な
る
一
方
で
す
が
、
本
資
料
の
水
車
設

置
願
の
連
名
水
利
権
者
を
見
る
と
、
当
時

水
路
が
地
域
の
死
活
問
題
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
水
車
譲
受
届
、
廃
業
届
、
臼

数
増
加
届
な
ど
、
時
期
は
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
津
久
井
郡
の
水
車
の
新
設
、
目
的
、

規
模
、
異
動
状
況
等
が
把
握
で
き
る
資
料

で
す
。

　

水
車
経
営
は
、
電
気
・
小
型
電
動
機
の

普
及
に
よ
り
、
大
正
末
か
ら
昭
和
期
に
停

滞
・
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
水
車
回
議
録
」
津
久
井
郡
役
所

 

明
治
三
二
年
～
明
治
三
八
年
（
一
冊
）

●
古
文
書
資
料

小
島
家
文
書
（
当
館
寄
託
資
料
）

　

こ
の
文
書
は
、
足
柄
上
郡
大
井
町
篠
窪

小
島
甚
左
衛
門
家
（
睦
男
氏
）
に
伝
来
し

た
戦
国
時
代
か
ら
明
治
期
に
至
る
史
料
で

一
，
三
〇
〇
余
点
あ
り
ま
す
。

　

当
家
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
村
名
主

を
つ
と
め
明
治
期
に
入
る
と
隣
村
を
も
含

め
た
里
長
・
村
用
掛
・
戸
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
こ
の
職
務
の
関
係
か
ら
伝
来
の
古

文
書
は
、
村
を
経
営
す
る
た
め
の
名
主
文

書
・
戸
長
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
百
姓
の
座
席
を
定
め
た
関
東

で
唯
一
の
天
文
四
年
篠
窪
百
姓
中
座
敷
定

文
や
太
閤
検
地
で
畝
が
使
用
さ
れ
る
前
の

田
畑
面
積
単
位
で
あ
っ
た
大
半
小
の
記
載

が
見
ら
れ
る
大
正
一
九
年
の
坪
帳
（
検
地

帳
）
が
あ
り
ま
す
。

天正19年 1月 足柄上郡篠窪村検地帳

● 

行
事
の
ご
案
内 

●

★
企
画
展
示　

 

（
入
場
無
料
）

　

 

「
か
な
が
わ
の
教
育
」

　
　
　

九
月
二
四
日
～
一
一
月
二
四
日

　

 

「
幕
末
の
神
奈
川
」

　
　
　

一
月
二
五
日
～
三
月
一
三
日

★
常
設
展
示

　

 

「
幻
の
鉄
道
」
「
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事

　

件
」
な
ど
三
月
三
一
日
ま
で
展
示

★
ミ
ニ
展
示

　

 

「
吉
田
松
陰
の
書
簡
」

　
　
　

九
月
一
四
日
～
一
〇
月
三
一
日

　

 

「
明
治
時
代
の
布
達
」

　
　
　

一
一
月
一
二
日
～
一
二
月
二
六
日

　

 

「
徳
川
斉
昭
の
書
簡
」

　
　
　

一
月
一
二
日
～
二
月
二
七
日

　

 

「
月
刊
か
な
が
わ　

原
画
紹
介

　
　
　

三
月
九
日
～
三
月
三
一
日

☆
古
文
書
解
読
講
座　

 

（
有
料
）

　

 

「
上
級
講
座
」

　
　
　

一
〇
月
一
七
日
～
一
〇
月
三
一
日

　
　
　

の
各
日
曜
日
（
三
回
）

　

 

「
入
門
講
座
」

　
　
　

二
月
六
日
～
三
月
一
三
日
の
各
日

　
　
　

曜
日
（
六
回
）

　
 

「
一
日
講
座
」（
寒
川
町
町
民
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

一
二
月
五
日

● 

館
利
用
の
ご
案
内 

●

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
い
る
資

料
は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学

習
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
三
九
席
）
。

会
議
室
→
一
般
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
有
料
）

 

（
休
館
日
）

　

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
（
月
曜
日
の
場
合

は
翌
日
）
、
年
末
年
始
一
二
月
二
八
日
～

一
月
四
日
ま
で
）
、
館
内
整
理
期
間
（
四

月
一
日
～
一
五
日
）

―4―




